
 

『ちひろ夏の画集』（講談社、２０１１） 

ちひろ美術館から出版されている本です。 

優しい絵と所々にあるちひろと息子の一言が掲載されています。春夏

秋冬と４作品あるので季節を楽しむことができる一冊です。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわさきちひろって？ 

いわさきちひろ（１９１８～１９７４）は児童画家・絵本作家です。 

彼女は福井県に生まれ、岡田三郎助、中谷泰、丸木俊らを師として絵を学びました。「世界中の子

ども みんなに 平和としあわせを」という願いをこめて、子どもを生涯のテーマとして描いていま

す。彼女の確かなデッサン力に裏づけされたにじみと余白を生かした淡い色調の子供の絵は、国際的

にも評価され、十数か国で絵本が出版されています。 
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いわさきちひろ 生誕１００周年 

長野県との関わり 

長野県は、彼女の両親の出身地です。自身も、戦時中は母の実家である松本市へ疎開していました。 

子どもが生まれると、松川村に開拓農民として暮らしていた両親のもとへ預け、その子に会うため

に度々長野県を訪れており、ここで多くのスケッチを描いていたようです。 

また、安曇野や黒姫を拠点に信州各地を旅していました。 

 

参考資料：『ちひろ夏の画集』、「安曇野ちひろ美術館」ホームページ https://chihiro.jp/azumino/ 

※松本市中央図書館のロビーで「いわさきちひろ 生誕１００周年」の展示を行っています。 

期間は、５月２２日から６月１７日までです。ぜひ足を運んでみてください。 

『戦火のなかの子どもたち』（岩崎書店、１９７８） 

ベトナム戦争時に自身の体験した第二次世界大戦を重ねて作られまし

た。世界中の子どもたちを想って描かれている絵からは戦争について考

えさせられるものがあります。 

日時：６月１６日（土） １０：００～１１：３０ 

場所：鎌田児童センター 

講師：今井ゆかりさん（日本折紙協会認定講師） 

対象：どなたでもご参加ください 

※小学生以下の方は保護者の方とご参加ください 

定員：２０名 ※要申し込み 参加費：無料 

申し込み：西部図書館（２６－０３４１） 

♪おりがみ教室 のびちぢみあおむしをつくってみよう！♪ 
 



 

 

 

  
 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ ア「全国方言辞典１・２」 

（平山輝夫 編／１９５８年／角川書店） 

  イ「長野県方言辞典」 

（馬瀬良雄 編集代表／２０１０年／信濃毎日新聞社） 

アの資料で探してみたが、どこの県の方言かわからなか

ったため、探すことができなかった。 

詳しく聞いてみると、知人が使っていた言葉で知人は長

野県出身（依頼者は他県の方）だということが分かった。

アは各県の方言そのものの調査結果が記載されているも

ので、方言 1つを絞って調べるということはできなかった。 

 イ「すびる」の意味と例題が詳しく載っていた 

P２７５ 「すびる」 

① 萎びる・萎える 例：風船がすびた 

② 水がなくなる  例：だんだんすびてきた 

③ 腫れが引ける 

④ 勢いが失せる 

 
図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。 

本についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調べ

していますので、お気軽にご利用ください。 

「木嶋利男野菜の性格アイデア栽培」木嶋利男/監修 学研プラス 

【 ６２６キ 所蔵館：中央 】 

「人見知りするトマト、社交派ナス」野菜に性格を当てはめて、イラスト付きで新しい栽

培方法を紹介しています。野菜それぞれの歴史や豆知識も書かれているので、菜園ライフ

が楽しくなる一冊です。手作り野菜で食卓を彩りましょう♪ 

 

「ハーバリウムでつくるおしゃれな雑貨とインテリア」errer/著 バイインターナショナル 

【５９４ハ 所蔵館：寿台・空港】 

いま「ハーバリウム」が流行っています。「植物標本」のことで、ドライフラワーをオイルと

一緒に瓶詰めにしたものが、とても人気です。プレゼントにも大変喜ばれ、リビングやキッチン

などにも気軽に飾ることができます。この本では、様々なタイプのハーバリウムのレシピが紹介

されています。ぜひ参考にしながら素敵な作品を作ってみてください。 

 

児童書 

図書館に 聞いてみよう！ 

一般書 

平成３０年４月１５日～ 

平成３０年５月１５日受付 

１位『かがみの孤城』 辻村深月／著、ポプラ社 

 

２位『魔力の胎動』 東野圭吾／著、KADOKAWA 

                   

３位『スイート・ホーム』 原田マハ／著、ポプラ社 

 

４位『青空と逃げる』 辻村深月／著、中央公論新社 

 

５位『凶犬の眼』 柚月裕子／著、KADOKAWA 
 

 

 

１位『おしりたんてい あやうしたんていじむしょ』 

         トロル／さく・え、ポプラ社 

 

２位『君たちはどう生きるか』 

         吉野 源三郎／著、マガジンハウス 

 

３位『ざんねんないきもの事典〔正〕』 

         今泉 忠明／監修 髙橋書店 

  

４位『おしりたんてい かいとうＶＳたんてい』 

         トロル／さく・え、ポプラ社 

 

『都会（まち）のトム＆ソーヤ １５』                    

                  はやみね かおる／〔著〕、講談社 

 

【今月の事例】  

 Ｑ『すびる』という言葉の意味を知りたい。おそらく方言

だと思う。 
 

松本市図書館 アルプスの山々 

 

６月 1４日（木）１2：３０～ 

チャンネル：79.1MHz  
※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください 

ＦＭまつもと 今月の出演 


